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団体概要
特徴：外国人の支援を行う専門家のネットワーク組織

支援者を支える中間支援・コーディネート組織

弁護士、行政書士、心の相談、労働相談、社会福祉士、社会保険労務士、通訳者、日本語教師、

メディア関係者、協会職員などが専門性を活かして市民活動を行っている。2004年設立、会員数47名。

・東京都外国人新型コロナ生活相談センター（TOCOS）協力実施（2020年度）

・東京出入国在留管理局主管 外国人総合相談支援センター／東京開業ワンストップセンター受託（2012～現在）

・外国人技能実習機構母国語相談センター受託（2018年度～現在）

・文化庁 日本語教育人材の研修カリキュラム開発事業【日本語学習支援者に対する研修】（2018、2019年度）

・無料多言語専門家相談事業（毎週2回の専門家相談会実施）自主事業

・少数言語通訳者の派遣コーディネート事業 （2018、2019年東京都助成対象事業）

・文化庁 日本語教育人材の研修プログラム普及事業【日本語学習支援者に対する研修】（ （2020~2022年度）

・文化庁 「生活者としての外国人」のための特定のニーズに対応した日本語教育事業（2021〜2023年度）

NPO法人 国際活動市民中心（CINGA)
Citizen‘s Network for Global Activities
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特定のニーズ
 さまざまな理由で対面の教室に通いにくい「生活者」が存在する。

そのうち、地域の教室において特に対応が少ない／対応が難しい対象：

・全くまたはほとんど日本語がわからない層

・会話はできるものの読み書きを学びたい層

事業目的

→ R3
→ R4
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 地理的・時間的事情等で日本語学習の機会が届きにくい生活者に対し、
社会参加促進に向けて、対話と自律学習に重点を置いたA２レベルの日本
語教育を届けること。また、人材育成と成果普及を通して、同様のニー
ズに対応する各地の日本語教育体制整備に資すること。



事業実施体制

R3,4 R5

特徴：

R3,4は２地域において日本語教育の実施、
および実践研究によるコース評価

R5は過去２カ年の知見を生かした日本語
教師研修の実施

実践研究アドバイザー
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R3

CINGA
コース

→

ひたちなか
コース

→
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日本語教育の内容
CINGA『わたしをつたえるにほんご』１、２
翻訳版：英語、中国語、フランス語、ベトナム語、ベンガル語、フィリピノ語、
ネパール語、アラビア語、ダリ語 
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地域の日本語学習機会における本取組の位置づけ
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図は、平成１９年度文化庁 日本語教育研究委嘱 外国人に対する実践的な日本語教
育の研究開発 （「生活者としての外国人」に対する日本語教育事業） ― 報 告 書 
―日本語教育学会編 P.14の図をもとに作成

重要！
多文化共生のための

地域日本語教室
職場、生活

本事業：
オンラインによる

対話を通した
基礎的な日本語教育



R3（はじめてコース） R4（読み書きコース）
特徴 基礎的な口頭能力の獲得 基礎的な読み書きの力の獲得

対象
ほとんど、または全く日本語がわか
らない層 会話能力はあるが、読み書きができない層

方向目標 対話の姿勢、自律学習の姿勢

・生活の中の文字情報から必要な情報を得ようと
する姿勢、自分の考えを文字で発信しようとする
姿勢

・継続的・自律的に学習する姿勢

到達目標
一問一答ではなくまとまった形で自
己表現するための言語知識、運用能
力の獲得

・生活に身近な漢字120を含む文字の理解
・すでに話せる内容を文章で表現する力の獲得
・すでに話せる内容を、情報を整理して関連付け
ながら表現する力の獲得

方法
マスターテクストアプローチ（自己
表現活動中心の日本語教育）

・『わたしをつたえるにほんご』を利用した読み
書き学習
・生活漢字
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当事者の行動 当事者の意識 波及効果
行動観察
パフォーマンステスト（口頭）
ペーパーテスト（筆記）
成果物（話す準備としての作文）

インタビュー
アンケート

周囲の人へのインタビュー
周囲の人の行動

何がどのように変容したかに注目

実践研究会の実施

講師の助言を受け、
評価方法を検討

R3 R4
日本語教育実践研究の成果



日本語教育実践研究の成果
●担当教師が考える地域日本語教育の目的
   「多文化共生のまちづくり」につながるものであるという共通認識

●何をしたのか？
R3 到達目標にはcan-doを入れつつも、対話力の醸成を方向目標とした。
R4 「対話」を通して読み書きの学習を進めた。

●何ができたのか？
「はじめてコース」も「読み書きコース」も、学習活動をとおして対話を活性化させることで、
can-doを超えて学習者ひとりひとりが自分や社会について伝え合い、ともに考える場とすることができた。

●何がわかったのか？
実用的な言語行為can-do達成のみを目標とするだけでは、対話力を育むという方向目標には向かわない。
「できる」ことだけではなく、「そのことについて考える」時間を組み込むことが奏功した。
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R3 R4



教師研修の成果
日本語教育プログラム策定を担う
コーディネーターとプログラムの実
践に関わる日本語教師が一緒に研修
に参加

地域チームで視点や方向性を共有

基礎的な日本語教育のコースを実施
する地域では、研修での学びやチー
ム性が活かされている。
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教師研修プログラム



教師研修参加者の声

 チームで参加し、同じ経験を経ることで共通の土台ができた。

 自分自身の実践をふりかえり、客観的に捉え、より広い視野を得ることができた。

 地域の日本語教育における基礎日本語について考えるきっかけになった。

 第二言語習得の知見を生かした教室活動案などを学ぶことができた。

 生活分野で活動する日本語教師を県内に増やすために、今回の研修内容と手法を参考にしたい。

 これからの実践で何をすべきかわかった。他県の参加者と話すことができ、多くの気づきを得た。座
学だけではこのような理解の仕方はできなかった。

 今までのやり方に固執せず柔軟に考えることの大切さに気づけた。

 今回のような他地域の実践の共有や意見交換等、来年度以降も複数人のチームで積極的に関わる機会
を県内外で見つけたい。また、自主的に学び合う小さいグループを創るなど行動を起こしたい。
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特定ニーズに対応した日本語教育の在り方の提案

 「対話」と「自己表現」を中心に据えたコースデザ
インのオンライン日本語教育を実践すること。

 対面／オンラインともに活用し、学習の場を選べる
ように環境整備すること。

 まちづくりに資する日本語教育を実現するため、
コーディネーター、教師が方向性を共有できる関係
を構築すること。
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ありがとうございました

R3, R4の事業・日本語コース詳細は、以下のリンクから報告会資料をご覧ください。

一部録画も公開しています。

https://www.cinga.or.jp/language/japanese/japanese-blog/4734/

事業名 R3  地域⽇本語教室での対話的な⽇本語活動につなげるための基礎⽇本語教育実践研究事業

R4 「生活者」のための公的な基礎⽇本語教育の実践研究事業

R5 自己表現と対話で学びを促進するオンライン基礎日本語教育普及事業
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https://www.cinga.or.jp/language/japanese/japanese-blog/4734/

